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35 歳 

文教常任委員会（県教育委員会）の取り組み  

  

  

県立三ツ境養護学校 

 

□■ 教育委員会での発言にて瀬谷区に大きく予算を■□ 

第３号の時報紙に掲載させて頂きました、三ツ境養護学校への大規

模修繕工事への取り組みです。 

前回の報告で現在、老朽化により各所で雨漏りがあり、その影響によ

って雨漏り対策のバケツを車イスの生徒が避けて通るという状況や 

授業を行う教室までも雨漏りがひどいことから、文教常任委員会（教育

委員会）の中で直接取り上げ今回、大規模修繕費用 1800 万円の予算

取りができ、今年 8月までに工事を行う方向で決まりました。 

そしてさらに今回、追加で体育館の修繕も行う予算取りもできました。

体育館も校舎同様、雨漏りがひどく雨が降ると体育館の半面程が使え

ない状態でした。 

 

この予算を取ることができた結果、体育館の修繕費約７００万円＋ 

校舎の修繕費約１８００万円＝合計約２５００万円をかけ障害の持つ生徒

がやっと安心して通える学校にこの夏までに完成します。 

 

□■ 県立高校入試選抜 採点ミス ■□ 

今回の文教常任委員会にて、あってはならない事態が発生しま

した。県立高校入試において採点ミスがあり、本来合格すべき生徒

を２名不合格とし、さらに昨年の入試においても合格していた２名

の生徒を不合格としたことが発覚しました。 

これは県教育委員会の信頼を大きく損なうもので、採点ミスで不

合格としてしまった生徒は大きく人生を変えてしまうものであり大変

遺憾であり緊急に対策を講じるように強く要請をかけました。 

採点ミスにより合否に関係ない生徒を含め全体で３００件を超え

我々の想像をはるかに超える採点ミスが発覚しました。 

こんな状態では公平性が保たれず、きちんとした対策が講じら

れなければ、来年の入試選抜自体が行うわけにはいかないのでは

ないかと思います。今後、調査委員会と特別委員会を設置しさらに

今後も追及していきます。 

 読売新聞 

 

 



神奈川県立がんセンター （二俣川駅） 

 

 

去年 12月に日本では５番目、世界で９番目となる重粒子線治療施設「Ｉ‐ＲＯＣＫ 

（アイロック）」が完成しました。平成 25 年には病院が新築・移転され、がん治療以外

にも免疫療法、また漢方医学などにも研究の幅を広げています。 

瀬谷区の隣に「がん治療の世界最先端施設がある」ということをどこか頭の片隅に覚

えていただければと思います。 

また今後の進捗状況を会報誌にてお伝えしていきます。 

 

ごあいさつ 

去年 4月に行われた統一地方選挙にて 18,742票という多くの方に支えられ、横浜市瀬谷区選挙区から初当選させて頂

きました。ご推挙いただいた方々の負託に応えるべく、しっかりと自分に課せられた使命をまっとうして参る決意でござい

ます。選挙前からお訴えさせていただいていた、「防災対策」「少子高齢化対策」「子育て支援」を中心にしっかりと瀬谷

区から県政を変えていきます。特に「防災対策」は、5 年前の東日本大震災で私の母親の実家が倒壊し、親戚は津波で

流されるという大惨事に巻き込まれたからこそ、皆様に同じ思いはしてもらいたくない一心で、より一層力を入れていき

たいと思っています。冒頭には去年の瀬谷区における取組の一部を紹介させて頂きました。２８年度も瀬谷区のため、神

奈川県のために、瀬谷区選出神奈川県議会議員としてしっかり努めて参ります。 

 

神奈川県議会議員（瀬谷区選出） 

田村 ゆうすけ 

・瀬谷区阿久和西 2丁目在住 

・家族は妻、娘 2人 

・1980年 11月 29日宮城県仙台市生まれ 

・衆議院議員 さかい学の秘書を経て 

2015年４月 神奈川県議選に初当選 

 

http://tamura-y.com/ 
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